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山路 勝彦教授退職記念号によせて
社会学部長 宮 原 浩 二 郎
山路勝彦先生は１９６５年に東京教育大学文学部史学科を卒業された後、東京都立大学大学院社会科学研究
科（社会人類学専攻）を修了されました。１９７３年、関西学院大学社会学部専任講師に着任し、１９７７年に同
助教授、１９８３年に同教授に就任されました。大学院社会学研究科指導教授としてのお働きも含め、実に３８
年の長きにわたって、社会学部および大学院社会学研究科における研究教育に大きな貢献をのこされまし
た。また、この間、京都大学人文科学研究所客員教授、中国・中央民族大学客座教授、国立民族学博物館
特別客員教授などを歴任されています。
山路先生のご専門は文化人類学、民族学、民俗学であり、日本民族学会（現・日本文化人類学会）、日
本民俗学会、南島史学会、日本オセアニア学会などを中心に精力的かつ学術性の高いご研究に専念されて
きました。単著の研究書としては、『家族の社会学』（１９８１年）、『台湾の植民地統治：〈無主の野蛮人〉と
いう言説の展開』（２００４年）、『近代日本の海外学術調査』（２００６年）、『近代日本の植民地博覧会』（２００８
年）、『台湾タイヤル族の１００年：漂流する伝統、蛇行する現代、脱植民地化への道のり』（２０１１年）などを
公刊されています。また、編著として Kinship, Gender and the Cosmic World: Ethnographies of the Birth
Customs in Taiwan, The Philippines and Indonesia（１９９０年）、Gender and Fertility in Melanesia（１９９４
年）、『植民地主義と人類学』（２００２年）などを公刊されています。論文としては、『民族学研究』『南島史
学』『台湾原住民研究』『国立民族学博物館研究報告』などの専門学術誌や『関西学院大学社会学部紀要』
を中心にして、総数８０本におよぶ学術論文を執筆・公刊されています。その他にも、多数の書評、記事、
寄稿、事典項目解説などを執筆されています。
山路先生のご研究の出発点は沖縄における農耕儀礼や親族組織（門中）にありました。その後、８０年代
前後からは台湾の民族研究に精力を傾けられ、タイヤル族における兄弟関係、出産、親族観念、子どもの
生活と遊び、慣習法と贖罪・祭祀、病気の概念、里子慣行、さらには全体的な社会変化など、民族的な社
会生活のすべてを網羅する緻密な実証研究に没頭されています。サディック族、アミ族、ルカイ族、サオ
族などをも研究対象とし、日本における台湾民族研究さらには人類学・民族学研究を大きくリードされま
した。その後メラネシア研究などをへて、２０００年代前後からは新たに「植民地主義」の問題、とりわけ
「人類学と植民地主義」の問題に取り組まれることになります。欧米列強や日本の博覧会における「民族
展示」の実態とその社会的意味などをはじめ、緻密な資料考証にもとづいた独創的研究が画期的な知見を
生み出したこと、またその研究成果が専門研究者だけでなく広く社会的反響を呼んだことは、私たちの記
憶に新しいところです。
先生の学術業績をふり返って、あらためて驚かされることがあります。一つは、１９６０年代後半の大学院
生の時代から、ほぼ毎年、複数の研究論文を休みなく公刊し続けてこられたことです。その切れ目のない
継続的営為の力強さに脱帽させられるのは私だけでしょうか。さらにもう一つは、単著の研究書がほぼ
２０００年代の近年に集中していることです。徹底的な現地調査と厳密な文献・資料考証を積み重ね、一つ一
つのモノグラフを丁寧に書き重ねながら、ゆっくりと質の高い大きな研究へと結実させていかれた先生の
歩みにあらためて深い敬意をおぼえています。
私事になりますが、私は山路先生が社会学部棟の横にある水路の流れにしゃがみこんで、背中をまるめ
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て、しばらく動かずにいる場面に遭遇したことがあります。何をされているのかなと思ったら、虫を観察
されていたのです。そのときふり返った先生の、子どものような笑顔が鮮やかな印象として心にのこって
います。一見すると無表情で無愛想に思われますが、好奇心のかたまりのような先生にはいつもどこか不
思議な、魅力的なオーラが漂っていました。社会学部の教職員、学部学生や大学院生の誰もが同感される
と思いますが、山路先生は「純粋な学究」として私たちに一つのお手本を示してくださいました。効率や
実務重視の現代社会ではとても貴重な、「大学の先生ならではの先生」としての生きた模範でもあります。
実際、先生が新任教員の採用人事になると、業績審査に人一倍二倍の労力をかけられていたことを思い
出します。徹底的に候補者の業績を読み、調べ、評価し、比較し、判断されていく真剣そのものの姿勢に
畏敬の念をおぼえたものです。
社会学部は今年で５０周年を迎えましたが、そのうちの実に３８年は山路先生とともに歩んできたもので
す。社会学部の基礎を創り、固めて頂いた山路先生が定年退職されるということで、大変寂しい思いもい
たしますが、先生には今後とも社会学部の行く末を見守っていただき、厳しい叱責と暖かい激励をお願い
いたします。
『社会学部紀要』本号を「山路勝彦教授退職記念号」とさせていただき、先生のお働きに感謝しますと
ともに、これからの先生の人生のさらに実り多きことを祈念いたします。山路先生、長い間どうもありが
とうございました。
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